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2022年（令和4年）7月①

　
5
月
13
日
（
金
）、
ア
ミ
カ
ス

に
て
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
の
総
会
は
3
年
ぶ
り
の
対
面

開
催
と
な
り
、
当
日
は
１
４
０

名（
委
任
状
を
含
む
）が
参
加
し
、

区
長
の
代
理
と
し
て
、
南
区
福

祉
・
介
護
保
険
課
長
の
吉
村
公

孝
氏
、
高
齢
者
福
祉
係
長
の
古

谷
直
也
氏
に
も
ご
臨
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
は
じ
め
に
森
山

会
長
よ
り
「
現
在
、
南
区
シ
ニ

ア
連
の
会
員
数
は
６
２
０
９
名

で
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
と
対
策
を
練
り
な
が
ら
、

今
年
は
様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
楽
し
く
健
康
的
に
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
名

誉
会
員
之
証
授
与
で
は
、
運
営

委
員
を
4
年
以
上
務
め

た
２
名
の
方
へ
、
ま
た
、

会
員
増
強
運
動
特
別
賞

授
与
で
は
、
会
員
が
5

名
以
上
増
え
た
2
ク
ラ

ブ
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
今

後
の
ご
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
議
事
で
は
、
保
健
体
育

部
会
長
の
藤
貞
夫
氏
が
議

長
と
し
て
進
行
し
、
第
1

号
議
案
の
令
和
3
年
度
事

業
報
告
か
ら
、
第
4
号
議

案
の
令
和
４
年
度
一
般
会

計
・
特
別
会
計
収
支
予
算

ま
で
、
す
べ
て
の
議
案
が

承
認
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。

━ 南区シニアクラブ連合会 ━

令
和
4
年
度 

総
会
・
会
長
研
修
会  

（
12
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

3
年
ぶ
り
に
総
会
開
催

森山会長あいさつ森山会長あいさつ

就任期間 氏　名 校　区

５年 山本 　信行 若　久

12 年 森 　申二郎 高　木

◆本会の運営委員を４年以上務め退いた者
（敬称略）南区シニアクラブ連合会名誉会員

純増 校　区 単位クラブ名 会長名

11 名 東花畑 屋形原 3 区寿会 古川 　幸男

11 名11 名 柏　原 デュオ柏原柏朋会 田平 　博子

◆会員が 5 名以上増えたクラブ
会員増強運動特別賞

名誉会員之証授与式の様子

議長の藤貞夫氏の
進行で議事は滞り
なく進みました

議 長議 長
藤貞夫氏藤貞夫氏 拍手で承認・可決拍手で承認・可決
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南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長
　
森
山
　
忠
明

南
区
長
　
　
久
田
　
章
浩

魅
力
発
信
し
会
員
増
強

魅
力
発
信
し
会
員
増
強

南
区
長
へ
の

南
区
長
へ
の

��

就
任
に
あ
た
り
ま
し
て

就
任
に
あ
た
り
ま
し
て

　
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
ま

す
ま
す
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
躍

の
場
が
広
が
っ
て
い
る
折
、

歴
史
と
伝
統
あ
る
南
区
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
舵
取
り

と
し
て
会
長
職
を
今
年
度
も
、

誠
心
誠
意
務
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
何
卒
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
れ
ま
で
も
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、
で
き
る
こ
と
を

や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
様
々
な
行
事
を
通
じ
て
た

く
さ
ん
の
仲
間
が
で
き
、
互

い
の
健
康
を
気
遣
い
合
い
な

が
ら
、
元
気
で
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

て
い
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
会
員
や
ク
ラ
ブ

は
減
少
し
て
お
り
、
地
域
に

老
人
ク
ラ
ブ
が
あ
っ
て
本
当

に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
も
、

行
事
の
制
限
や
感
染
症
へ
の

気
遣
い
な
ど
で
、
新
た
な
仲

間
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
は

難
し
い
2
年
間
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
身
近
な
人
々
に
声

を
か
け
合
い
、
活
動
し
や
す

く
親
し
み
や
す
い
組
織
を
つ

く
り
あ
げ
、
老
人
ク
ラ
ブ
で

の
楽
し
い
経
験
や
地
域
貢
献

で
得
ら
れ
る
充
実
感
を
積
極

的
に
周
囲
に
伝
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
笑
顔
あ
ふ
れ

る
、
明
る
く
元
気
な
南
区
を

つ
く
り
あ
げ
て
い
く
た
め

に
、
と
も
に
手
を
取
り
合

い
、
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

　
四
月
一
日
付
で
南
区
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
久
田
（
ひ
さ

た
）
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
南
区
は
、
人
口
が
約
26
万
人

と
市
内
で
2
番
目
に
多
い
区
で

す
。
7
つ
の
大
学
や
短
期
大
学

が
集
ま
る
文
教
地
区
で
あ
り
、

学
生
の
活
気
・
活
力
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
油
山
や
鴻

巣
山
、
那
珂
川
、
た
め
池
な
ど

の
自
然
が
身
近
に
あ
り
、
う
る

お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち

で
も
あ
り
ま
す
。

　
一
昨
年
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
の
生
活
は
大
き
な
影
響

を
受
け
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や

活
動
の
場
が
減
り
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
も
希
薄
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
シ
ニ

ア
の
方
の
生
き
が
い
や
健
康
づ

く
り
の
た
め
に
、
感
染
症
対
策

を
し
っ
か
り
と
行
い
な
が
ら
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
カ
ラ
オ

ケ
・
演
芸
大
会
な
ど
の
開
催
に

取
り
組
ま
れ
た
と
伺
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
各
ク
ラ
ブ
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
地
域
の
見
守

り
や
交
通
安
全
、
清
掃
な
ど
の

社
会
奉
仕
活
動
に
も
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
、
仲
間

が
で
き
、
シ
ニ
ア
の
方
の
つ
な

が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
大
変
重
要
な
こ

と
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
福
岡
市
に
お
き
ま
し
て
も

「
暮
ら
し
の
満
足
度
、
充
実
、

幸
せ
な
ど
の
向
上
」と
い
っ
た

意
味
を
持
つ『W

ell-being

（
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）』の
推
進
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
シ
ニ
ア
の
皆

様
方
が
、
元
気
で
生
き
生
き
と

活
動
で
き
る
場
と
し
て
、
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
は
大
変
重
要
な
団
体

と
認
識
し
て
お
り
、今
後
と
も
、

皆
様
の
活
動
が
盛
ん
に
な
り
ま

す
こ
と
を
願
い
、
引
き
続
き
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会

員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
南
区
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
今
後
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会長あいさつ区長あいさつ
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南区シニアクラブ連合会　役員名簿
役　　職 氏　　名 校　区 専門部会役員
会　　長 森 山　忠 明 三　宅 総務部会部会長

副 会 長
諸 熊　昌 晴 玉　川 総務部会副部会長
行 友 ハルミ 大　楠 女性部会部会長

会　　計 上 野　弘 子 塩　原 女性部会副部会長

監　　事
武 田　文 雄 長　住 広報部会部会長
黄 田　豊 子 弥永西

運営委員

緒 方　達 郎 塩　原 伝承社会奉仕部会部会長
立 木　松 雄 大　楠
式 町　寿 夫 西高宮 教養文化部会部会長
佐 川　純 二 若　久
村 井　良 次 大　池
菊 地　契 吉 東若久 保健体育部会副部会長
西 村 大戸志 筑紫丘
足 立　隆 実 横　手
藤　 　貞 夫 曰　佐 保健体育部会部会長
岩 瀬　宜 和 高　木 広報部会副部会長
宮 﨑　安 一 宮　竹
勝 野　宗 朗 野多目
新 堂　末 幸 弥　永

役　　職 氏　　名 校　区 専門部会役員

運営委員

桐 島　正 則 老　司
有 村　則 男 柏　原
志 方　通 晴 花　畑
古 賀　忠 彬 東花畑 盛年部会部会長
溝 内　政 文 鶴　田
永 目　良 治 大　楠 盛年部会副部会長

Q1 今期チャレンジしたいQ1 今期チャレンジしたい
　  ことは？　  ことは？
Q2 熱中していることは？Q2 熱中していることは？

南区シニア連の役員に南区シニア連の役員に
聞いてみた！聞いてみた！

きっかけを大切に継続きっかけを大切に継続
副会長　諸熊　昌晴副会長　諸熊　昌晴

女性からクラブ活性化女性からクラブ活性化
女性部長　行友　ハルミ女性部長　行友　ハルミ

より良い広報紙づくりより良い広報紙づくり
広報部会部会長　武田　文雄広報部会部会長　武田　文雄

充実した生活のためにまい進充実した生活のためにまい進
会長　森山　忠明会長　森山　忠明

【A1】行事の再開
コロナでなくなった活動を盛年部や
女性部と協力し再開させたいです。

【A2】カラオケ・お花教室・詩吟
お花教室は女性の
参加者が多いです
が、先生に誘われて
1 年続けています。

【A1】楽しい活動を実施
会員の皆さんが参加して楽しいと思
える行事の再開を関係団体と協力し
て、前向きに取り組んでいきます。

【A2】
会員の皆さんに
楽しい時間を過ご
してもらうこと！

【A1】広報紙をリニューアル
会員の皆さんが必要なものや見た
いもの、会員の声がたくさん載っ
たものにしたいです。

【A2】コーラス
週に 1 回通っており、大会にも出
場しています。人と会うことがと
ても楽しいです。

【A1】シニア祭りを盛り上げる
女性会員が 7 割のため、手芸や絵手紙
などのコーナーを男性会員と盛り上げ
ていきたいです。

【A2】若手の教育
役所で働いている時からのやりがい
で、今でも頼りにされることは嬉しい
です。

　初めて南区シニアクラブ連合会の総会
に参加しました。
　感染症対策をしっかりと行った上での
開催でしたが、多くの方が集まられ、人

と人が集まることの大切さを感じた時間でした。皆様がシ
ニアクラブの活動を通して仲間同士の絆を深められ、生き
生きと健康的に生活されることはとても大切なことである
と思います。これからも、シニアクラブの方々の活動を支
援してまいります。今後ともよろしくお願いいたします。

南区福祉・介護保険課　課長　吉村　公孝

仲間とともに健康的な毎日を
南区シニア連へエール

（令和4年7月現在）
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Ⅰ . 運 営 方 針
　収束が見通せないコロナ禍にあって、社会生活が大き
く変容し、シニアクラブ活動が制限される中、退会者の
増加やクラブの解散が増加しており、また、定年の延長
や価値観の多様化などによる入会者の減少、会員の高齢
化や後継者不足等と相まって、会員数、クラブ数の減少
が顕著となり、今、シニアクラブは、危機的な状況に立
たされております。
　急速な少子高齢化により高齢者が人口の 4 人に 1 人を
占め、人生 100 年時代を迎えた今日、高齢期を楽しく、
生き甲斐を持って、安心して暮らしていくためには、健
康で自立し、身近な仲間と支え合いながら、住みよい地

令和 4年度　事業計画令和 4年度　事業計画

域づくりを進めていく必要性が一層高まっており、いま
一度、私たちシニアクラブ活動に対する社会的な役割を
再認識する必要があります。
　本格化する超高齢社会を、明るく、豊かで活力あるも
のにするために、新しい生活様式に対応しつつ、これか
らも「健康」「友愛」「奉仕」の三大運動を基本とする各
種事業に取り組むと共に、会員の増強を図るべく、「勧誘
から始めよう！」「クラブをＰＲしよう！」「新規クラブ
をつくろう！」「解散クラブ “ ０” をめざそう！」の「4
つの運動」を引き続き推進してまいります。

１．健康づくり・介護予防・生きがいづくり事業
（１）教養文化事業
　 ① 南区シニア囲碁将棋大会の開催
　 ② 福岡市高齢者囲碁将棋大会への参加
　 ③ 南区シニア演芸大会の開催
　 ④ 福岡市高齢者保健福祉大会への参加
　 ⑤ 南区シニア祭りの開催
　 ⑥ 福岡市高齢者美術展への参加
　 ⑦ シニアのつどいカラオケ祭りの開催

（２）保健体育事業
　 ① 南区シニアボウリング大会の開催
　 ② 南区シニアグラウンド・ゴルフ大会の開催
　 ③ 福岡市高齢者グラウンド・ゴルフ大会への参加
　 ④ 南区シニアソフトダーツ大会の開催
　 ⑤ 福岡市高齢者ソフトダーツ大会への参加

（３）健康づくり事業
　 ① 南区の健康づくり事業の推進
　 ② 校区の健康づくり事業の支援

（４）受託事業（再掲）
　 ① 南区シニア祭りの開催
　 ② シニアのつどいカラオケ祭りの開催
２．高齢者の相互助け合い・社会奉仕活動

（１）友愛訪問事業
　 ① 友愛訪問事業説明会の開催
　 ② 友愛訪問の実施

Ⅱ．事 業 実 施 計 画

（２）社会奉仕活動
　 ① 「全国一斉社会奉仕の日」への参加
　 ② 施設慰問活動の実施
３．老人クラブの活動強化・育成・普及啓発

（１）会の運営及び関係団体との連携
　 ① 総会､ 運営委員会､ 各専門部会の開催
　 ② 「活動の手引き」の作成
　 ③  市老連､ 南区役所､ 社会福祉協議会､ 自治協議

会､ その他関係機関 ･ 諸団体との連携
（２）研　修
　 ① 会長等研修の実施
　 ② 地域リーダー研修の実施
　 ③ 施設見学研修の実施
　 ④ その他各種研修会への参加

（３）会員増強
　 ① 会員増強特別賞の表彰
　 ② 会員増強 4 つの運動の推進

（４）広報活動
　 ① 広報紙「南区シニア連だより」の発行
　 ② ホームページの更新

（５）その他の取組み
　 ① 「よかばいカード」事業の推進
　 ② 共同募金活動
　 ③ 老人クラブ傷害保険の加入促進
　 ④ 会員章の普及促進
　 ⑤ オリジナル本格芋 ･ 麦焼酎「絆」の販売促進
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月 日 曜 日 行　　事　　名 会　　　場 備　考

４
15 金 総務部会 ① アミカス 研修室Ｄ
20 水 市：理事会 ふくふくプラザ 502・503 研修室
22 金 運営委員会 ① アミカス 視聴覚室

5
6 金 女性部会 ①　盛年部会 ① アミカス 視聴覚室

13 金 総会・会長研修会 アミカス ４階ホール 準備 12 日
23 月 市：総会　市：理事会 福岡市民会館 大ホール 縮小開催

6

９ 木 教養文化部会 ① アミカス 研修室Ｂ
17 金 囲碁・将棋大会 アミカス ４階ホール 準備 16 日
20 月 総務部会 ② アミカス 研修室Ｄ
22 水 市：理事会 ふくふくプラザ 502・503 研修室
27 月 運営委員会 ② アミカス 視聴覚室
29 水 教養文化部会 ② アミカス 研修室Ｂ

7

5 火 南区シニア祭り出展者協議 アミカス 研修室Ｂ

8 金 演芸大会 アミカス ４階ホール
リハーサル・準備6・7日

軽運動室Ｂ
研修室Ｃ・音楽室

11 月 広報部会 ① アミカス 研修室Ｅ
15 金 伝承社会奉仕部会 ① アミカス 研修室Ｅ
23 土 南区シニア祭り アミカス ４階ホール 準備 22 日
29 金 市：囲碁・将棋大会 ふくふくプラザ601・602会議室

下旬 「南区シニア連だより」発行

8
12 金 総務部会 ③ アミカス 研修室Ｄ
18 木 運営委員会 ③ アミカス 視聴覚室
23 火 市：理事会 ふくふくプラザ 502・503 研修室

9

1 木 市：高齢者保健福祉大会 福岡市民会館 大ホール
2 金 保健体育部会 ① 南市民センター 会議室 アミカス会議室 B
9 金 ボウリング大会 大橋シティボウル

14 水 市：健康づくりリーダー研修会 ふくふくプラザ 502・503 研修室
15 木 市：「老人の日」老人週間 (15 ～ 21 日 ) 区域内
20 火 市：「社会奉仕の日」 区域内
26 月 保健体育部会 ② 南市民センター 会議室 アミカス会議室 B

10
3 ～ 6 月～木 グラウンド・ゴルフ大会 桧原運動公園 自由広場 予備日7･11～13日

11 ～ 16 火～日 市：高齢者美術展 福岡市美術館
25 火 市：グラウンド・ゴルフ大会 舞鶴公園 予備日26日

11

7 月 教養文化部会 ③ 南市民センター 会議室
11 ～ 15 金～火 市：ねんりんピック 神奈川県

15 火 カラオケ祭り 南市民センター 文化ホール 南区役所共催
22 火 市：理事会 ふくふくプラザ 502・503 研修室
24 木 保健体育部会 ③ アミカス 研修室
29 火 総務部会 ④ 南市民センター 会議室

30 ～２ 水～金 ソフトダーツ大会 アミカス ４階ホール

12

6 火 運営委員会 ④ 南市民センター 会議室
8 木 広報部会 ② 南市民センター 会議室
9 金 市：女性部会研修会 プラザホール・402 会議室

下旬 「南区シニア連だより」発行

１
17 火 総務部会 ⑤ 南市民センター 会議室
24 火 運営委員会 ⑤ 南市民センター 会議室
25 水 市：老人クラブリーダー養成研修会 ふくふくプラザ 502・503 研修室

2

10 金 市：ソフトダーツ大会 中央体育館
20 月 伝承奉仕部会 ②　女性部会 ② アミカス 研修室
22 水 市：理事会 ふくふくプラザ 502・503 研修室
27 月 事業説明会・リーダー研修会 アミカス ４階ホール

3

上旬 施設見学会
15 水 総務部会 ⑥ 南市民センター 会議室
16 木 市：理事会 ふくふくプラザ 502・503 研修室
22 水 運営委員会 ⑥ 南市民センター 会議室

【令和 4 年度 月別事業計画】

項項 目目 本年度本年度

1. 運営費 1,176,000

1. 総　会 179,000

2. 運営委員会等 684,000

3. 会長等研修 111,000

4. 地域リーダー研修 107,000

5. 活性化推進費 75,000

6. 慶弔費 20,000

2. 事業費 2,000,000

1. 囲碁・将棋大会 184,000

2. 演芸大会 270,000

3. ボウリング大会 135,000

4. 健康スポーツ大会 231,000

5. 健康づくり事業 132,000

6. 施設慰問事業 100,000

7. 広報事業 169,000

8. よかばいカード事業 136,000

9. グラウンド・ゴルフ大会 305,000

10. 友愛訪問事業 338,000

3. 負担金 382,900

1. 市老ク連会費 306,000

2. 区社協会費 76,500

3. その他 400

4. 予備費 1. 予備費 346,913

支　出　合　計 3,905,813

◇支　出

項項 目目 本年度本年度

1. 会　費 1. 会　費 1,071,000

2. 補助金 1,892,000

1. 運営費 508,000

2. 各種事業費 944,000

3. グラウンド・ゴルフ大会 217,000

4. 友愛訪問事業費 223,000

3. 繰越金 1. 繰越金 842,803

4. 雑収入 100,010

1. 預金利子 10

2. 雑収入 100,000

収　入　合　計 3,905,813

◇収　入 （単位：円）

令和 4 年度 一般会計 収支予算
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。

【以下の活動を行っています！】
★グラウンド・ゴルフ
★健康体操教室
★英語クラブ
★公園愛護会活動
★バスハイク
★介護学習会

★七夕飾り作り
★観月懇親会
★会報・かわらばん
★友愛訪問活動
★新年懇親会
★健康麻雀教室

2
カ
月
ご
と
に
発
行
し
て
い
る
「
柏

朋
会
か
わ
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ば
ん
」
に
は
、
行
事
の

お
知
ら
せ
や
、
誕
生
日
の
方
の
お
祝

い
な
ど
情
報
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

時間を忘れ熱中！
健康麻雀教室

手作りの七夕飾りの前にて手作りの七夕飾りの前にて

【デュオ柏原 柏朋会】 平均年齢 77 歳
男性 34 名 女性 50 名 ：計 84 名

・会　   長：田平 　博子（中央）
・副　会　長：志田 　昌利（ 右 ）
・副　会　長：中嶋 　昌輝（ 左 ）

男女関係なく和気あいあい男女関係なく和気あいあい
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　全国的に老人クラブの会員数が減少　全国的に老人クラブの会員数が減少
しており、南区シニアクラブ連合会も、しており、南区シニアクラブ連合会も、
ピーク時に比べると会員数は減少傾向ピーク時に比べると会員数は減少傾向
です。各クラブで以下の 4 つの取り組です。各クラブで以下の 4 つの取り組
みを行い、一人でも多くの仲間を増やみを行い、一人でも多くの仲間を増や
しましょう。しましょう。

みんなで協力してみんなで協力して
を行いましょう！を行いましょう！勧 誘 声 か け＆＆

会員増強 4つの運動会員増強 4つの運動

①個人的な“口コミ”を使って、まずご近所から勧誘活動をしよう！
②�勧誘活動は、イベント・研修会など適切な時期をねらい効果的に実施しよう！
③�「地域・ご近所で楽しくおしゃべりができる仲間が欲しい人」・「退職等により
自由な時間ができた人で、楽しく遊びたい人」・「これまでの経験を活かし、地
域に貢献したい人」等を対象に勧誘活動をしよう！
④�強引な勧誘は慎み、体験参加をお誘いしながらクラブの楽しさを伝えよう！
⑤�地域（校区・町内）の自治協議会、社会福祉協議会、民生委員児童委員協議会およ
び公民館長会等の特に役員のクラブ未加入者に対する勧誘活動を徹底しよう！

※ 会員増強運動の成功例に共通するのは、勧誘活動です。※ 会員増強運動の成功例に共通するのは、勧誘活動です。

〜 会員一人ひとりが勧誘の担い手です 〜〜 会員一人ひとりが勧誘の担い手です 〜
「勧誘から始めよう！」「勧誘から始めよう！」1

①�自治会など地域活動に積極的に参画し、クラブ活動を知ってもらおう！
②動員事業の見直しを行い、魅力的な事業を企画しよう！
③�おしゃべり会、ダーツ、カラオケなど誰でも参加できる魅力的な同好会等を企画しよう！
④�「いきいきサロン」はPRの場、運営にもかかわろう！
⑤�口コミ、ポスター、チラシ、会報、ホームページ等を工夫しよう！
⑥�行政と連携して「介護予防活動」の輪を地域の高齢者に広げよう！

※ 会員増強には、地域の皆さんにクラブを知って※ 会員増強には、地域の皆さんにクラブを知って
もらうことが大切です。もらうことが大切です。

〜 知られていますか、あなたのクラブ 〜〜 知られていますか、あなたのクラブ 〜
「クラブをPRしよう！」「クラブをPRしよう！」2

①�校区（地区）連合会長は、新規クラブ結成・解散クラブ再生のキーマン、校区（地区）
連合会長を中心として、自治協等地域団体と連携しながらクラブをつくろう！
②�近隣のクラブをホスト役に、連携して解散クラブを再生しよう！
③�高齢者の意向が多様化する中、新しいタイプのクラブを考えよう！

※会員増強には、クラブ未設置地域の解消が大切です。※会員増強には、クラブ未設置地域の解消が大切です。

〜 すべての地域にクラブの設置を 〜〜 すべての地域にクラブの設置を 〜
「新規クラブをつくろう !」「新規クラブをつくろう !」3

※ 会員減の最大要因であるクラブ解散を防ぐため、会長後継者※ 会員減の最大要因であるクラブ解散を防ぐため、会長後継者
の確保が大切です。の確保が大切です。

「解散クラブ“0”をめざそう !」「解散クラブ“0”をめざそう !」4

事例を参考に仲間を増やそう
　現在、会員を一人でも多く増やすため、全
国各地の老人クラブが加入促進運動に取り組
んでいます。実際に会員が増えたというクラ
ブには以下の共通点があげられます。

①地域からクラブに対する認知度が高い
　（評価されている）
②地域の状況をよく分析している
③地域の関係者と良好な関係を築いている
④クラブ活動が多様で活発

　今回は実際に会員が増えたというクラブが
具体的にどのような取り組みを行ったのか事
例をご紹介します。皆さんのクラブでもぜひ
参考にし、みんなで仲間を増やしていきま
しょう。

具体的な取り組み会会 員員 増増 強強
★活動を周知するチラシを配布
★ 町内事業（いきいきサロン・一人暮らしの方

へ弁当配布）で活動を PR し勧誘
★ パークゴルフを地域住民も参加できるよう

活動を広げて交流を深めた
★ 会報を全戸に配布し、活動の PR を広くすす

めた
★ 花いっぱい運動やスポーツ大会

で未加入者に参加の呼びかけ、
活動を体験してもらった

★ 行事の際に会員募集ののぼりを
たて、活動を PR した

★ ゴルフ、吹き矢、健康麻雀など
のサークルを新たに立ち上げ、
古い活動を大切にし、新たな活
動も取り入れ会員を増やした

★ 会員募集ポスターの掲示、回覧等、行政や自
治会と連携した広報活動を行った












